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研究手法

• 動画共有サイトの発達
• YouTube, ニコニコ動画 etc…

• 投稿される動画が急増
• 興味ある動画と似ているものを探すことが困難に

自動で類似動画を検索できるシステム

研究背景

実験結果

• ジャンル一致は40～60％の精度を出せた
• 投稿された年代の近い動画が検索結果として多く出現していた

→その当時流行していた言葉が多くコメントに投稿されていた

• 実験結果を基にしたアンケートの実施
→アンケートにより内容の類似を確認

• クラスタリングのクラスタ数を変更し、精度の変化を確認
→現在は135

• 各パラメータを変更し精度向上

• 動画検索の方法
• 動画の情報を用いる
→内容の類似を検索できない

• タグを用いる
→恣意的な編集が可能

コメントに着目した動画検索システム

①コメントデータをRNNでベクトル化

コメントベクトルのクラスタリング

②各動画のコメントベクトル間距離を
comment mover’s distanceを用いて計算

③距離の近いものを類似動画として出力

RNN

・時系列情報を用いることが可能
→コメントは時系列情報が重要

・コメントを文字単位で扱える
→コメントは形態素解析できないものが大半

・違う言葉でも同じ意味、
同じ言葉でも違う意味を持つコメントの出現

例)心がぴょんぴょんするんじゃ
⇓

心/が/ぴょんぴょん/する/ん/じゃ

例) 〇〇は神ゲー ←それな〇〇は神

例)このダメージはヤバい ⇔
魔法石100個配布はヤバい

Bag-of-wordsなどより適している

・word mover’s distanceをコメントに拡張

・fastEMDを用いて計算を高速化
↳WMDは計算が遅い

WMDのアルゴリズム

word mover’s distance：文書間距離を計算するアルゴリズム

コストの総和を文書間距離と考える

・コメントベクトル間距離を計算
↓

距離が近い順に出力することで検索

ゲーム,アニメ,音楽,政治,科学,スポーツの6ジャンルにおいて、
ジャンルが一致するかの実験を行った

(各ジャンル100件、計600動画に対し実験)

カテゴリー 再現率 適合率 F値

ゲーム 0.540 0.675 0.600

アニメ 0.427 0.494 0.458

音楽 0.546 0.338 0.417

政治 0.520 0.600 0.557

科学 0.500 0.450 0.473

スポーツ 0.370 0.536 0.438

実験結果

ベクトルのクラスタ数 : 135

1つの検索単位のコメント上限 : 3

各コメント集合ごとの類似候補数の上限 : 20
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